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[はじめに]薬学部卒業生の就職先は保険薬局の人気が高く、中小病院にとって薬剤師

確保は大きな課題である。病院と保険薬局の薬剤師のあり方について検討した。 

[方法]6 年制薬学部を卒業し中小病院に勤務する薬剤師(7 病院、11 名)、保険薬局に勤

務する薬剤師(7 薬局、11 名)を対象に業務内容(タイムスタディ)、就職理由、待遇に

ついて調査した。 

[結果]業務内容は、病院では業務が多岐にわたっており、処方提案、チーム医療に関

わる時間が多かった。一方、保険薬局では調剤と服薬指導が業務時間全体の 74％を占

めた。就職理由は、病院は自らのスキルアップや様々な職種と関われることを求める

ものが多く、薬局は地元での就職や生活の安定を希望しているものが多かった。保険

薬局の初任給は病院の約 1.3 倍であった。 

[結語]病院薬剤師は 6 年制薬学教育が活かされる業務を遂行している。病院薬剤師が

診療報酬上適切に評価されることが望まれる。 


